
航路管制官について

東京湾海上交通センター安全計画課



全国の海上交通センター



世界的な流れ

ＩＡＬＡ（国際航路標識協会）の勧告

ＶＴＳオペレーター（航路管制官）の

ガイドラインに基づく訓練研修を実施

認定審査を経て、運用管制官に認定



【資格の種類】 運用者：管制業務を行うために必要な資格 ⇒ 運用管制官

監督者：運用管制官が行う業務の指導監督 ⇒ 統括運用管制官

【資格取得までの流れ】

事前研修（約１ヶ月）
配属先海交センター

運用者課程（３週間）
門司分校研修科

運用者研修（約３ヶ月）
配属先海交センター

認定審査
審査官：管区交通部長

監督者課程（２週間）
門司分校研修科

監督者研修（約１ヶ月）
配属先海交センター

【年次審査】：管制官として必要な知識及び技能の保持（運用者・監督者）
職場研修（定期的に実施）
年次審査（年1回実施） （監督者年次審査官：管区交通部長）（運用者年次審査官：センター所長）

【その他の研修】
再配置者研修： 他のセンターへ異動した場合の運用者資格の取得、６月以上業務を離れた場合の資格の回復
指導者研修： 職場研修等を主体的に行う指導官を養成する研修（年2回実施）

運用管制官の胸章

（運用者）

（監督者）

運用管制官等の資格認定制度

管制課程（２年間）
海上保安学校

管制課程卒業者研修（約１～２ヶ月）
配属先海交センター

認定審査
審査官：本庁交通部長



海上保安学校に管制課程の創設

海上保安学校にて2年間の専門的な教育



管制課程1期生に運用管制官資格認定
令和2年3月に卒業し、東京湾に
配属された8名が7月に晴れて認定



皆様方と連携協力し、東京湾の海難防止に
努めますので、今後ともご協力をお願いします。


